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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年11月7日(2013.11.7)

【公開番号】特開2012-214530(P2012-214530A)
【公開日】平成24年11月8日(2012.11.8)
【年通号数】公開・登録公報2012-046
【出願番号】特願2011-78809(P2011-78809)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/12     (2006.01)
   Ｈ０１Ｇ   9/028    (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/053    (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  65/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  25/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  61/12     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ 101/12    　　　　
   Ｈ０１Ｇ   9/02    ３３１Ｇ
   Ｈ０１Ｇ   9/02    ３３１Ｈ
   Ｃ０８Ｋ   5/053   　　　　
   Ｃ０８Ｌ  65/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  25/18    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/12    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  61/12    　　　　
   Ｈ０１Ｂ   1/12    　　　Ｆ
   Ｈ０１Ｂ   1/12    　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｂ   1/12    　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月18日(2013.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性高分子と、水溶性多価アルコールの少なくとも１種と、前記水溶性多価アルコー
ルと縮重合可能な官能基を２つ以上有する水溶性有機物の少なくとも１種と、有機高分子
樹脂の少なくとも１種とを含有することを特徴とする導電性高分子懸濁溶液。
【請求項２】
　前記導電性高分子が３，４－エチレンジオキシチオフェンおよびその誘導体から構成さ
れたポリマーであり、さらにポリ酸を含有することを特徴とする請求項１に記載の導電性
高分子懸濁溶液。
【請求項３】
　前記ポリ酸としてポリスチレンスルホン酸を含有することを特徴とする請求項２に記載
の導電性高分子懸濁溶液。
【請求項４】
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　前記ポリスチレンスルホン酸の重量平均分子量が、２，０００～５００，０００である
ことを特徴とする請求項３に記載の導電性高分子懸濁溶液。
【請求項５】
　前記水溶性多価アルコールが、３価以上であることを特徴とする請求項１乃至４のいず
れかに記載の導電性高分子懸濁溶液。
【請求項６】
　前記水溶性多価アルコールが、エリスリトールおよびペンタエリスリトールから選択さ
れる少なくとも１種であることを特徴とする請求項５に記載の導電性高分子懸濁溶液。
【請求項７】
　前記水溶性有機物が有する前記水溶性多価アルコールと縮重合可能な官能基が、カルボ
キシル基であることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の導電性高分子懸濁溶
液。
【請求項８】
　前記水溶性有機物が、オルト－フタル酸であることを特徴とする請求項７に記載の導電
性高分子懸濁溶液。
【請求項９】
　前記有機高分子樹脂がフタル酸エステルを含むことを特徴とする請求項１乃至８のいず
れかに記載の導電性高分子懸濁溶液。
【請求項１０】
　前記有機高分子樹脂が下記式（３）で示される化合物であることを特徴とする請求項１
乃至９のいずれかに記載の導電性高分子懸濁溶液。

【化１】

（前記式（３）において、ｎは２以上である。）
【請求項１１】
　ドーパントとしての有機酸またはその塩を含む溶媒中で、導電性高分子を与えるモノマ
ーを、酸化剤を用いて化学酸化重合させて、導電性高分子を含む混合物を得る第一の工程
と、
　前記混合物から前記導電性高分子を回収する第二の工程と、
　ポリ酸を含む水系溶媒中で、前記導電性高分子に酸化剤を作用させる第三の工程と、
　水溶性多価アルコールの少なくとも１種と、前記水溶性多価アルコールと縮重合可能な
官能基を２つ以上有する水溶性有機物の少なくとも１種と、有機高分子樹脂の少なくとも
１種とを混合する第四の工程と、を有することを特徴とする導電性高分子懸濁溶液の製造
方法。
【請求項１２】
　前記導電性高分子を与えるモノマーが、ピロール、チオフェン、アニリンおよびそれら
の誘導体から選ばれることを特徴とする請求項１１に記載の導電性高分子懸濁溶液の製造
方法。
【請求項１３】
　前記ドーパントが、ベンゼンスルホン酸、ナフタレンスルホン酸、カンファースルホン
酸およびその誘導体、ならびにそれらの塩から選択される少なくとも１種であることを特
徴とする請求項１１または１２に記載の導電性高分子懸濁溶液の製造方法。
【請求項１４】
　前記第一の工程を、界面活性作用を有する物質の存在下で行うことを特徴とする請求項
１１乃至１３のいずれかに記載の導電性高分子懸濁溶液の製造方法。
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【請求項１５】
　前記第二の工程において、前記導電性高分子を、前記モノマーおよび／または前記酸化
剤を溶解可能な溶媒で洗浄することを特徴とする請求項１１乃至１４のいずれかに記載の
導電性高分子懸濁溶液の製造方法。
【請求項１６】
　請求項１１乃至１５のいずれかに記載の方法によって得られることを特徴とする導電性
高分子懸濁溶液。
【請求項１７】
　請求項１乃至１０および請求項１６のいずれかに記載の導電性高分子懸濁溶液を乾燥し
て、溶媒を除去したものであることを特徴とする導電性有機材料。
【請求項１８】
　請求項１乃至１０および請求項１６のいずれかに記載の導電性高分子懸濁溶液、または
請求項１７に記載の導電性有機材料を含む電解質層を有することを特徴とする電解コンデ
ンサ。
【請求項１９】
　弁作用金属からなる陽極導体の表面に誘電体層を形成する工程と、
　前記誘電体層上に、請求項１乃至１０および請求項１６のいずれかに記載の導電性高分
子懸濁溶液を塗布または含浸し、電解質層を形成する工程と、を有することを特徴とする
電解コンデンサの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明に係る実施形態は、導電性高分子と、水溶性多価アルコールの少なくとも１種と
、前記水溶性多価アルコールと縮重合可能な官能基を２つ以上有する水溶性有機物の少な
くとも１種と、有機高分子樹脂の少なくとも１種とを含有することを特徴とする導電性高
分子懸濁溶液である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明に係る実施形態は、ドーパントとしての有機酸またはその塩を含む溶媒中で、導
電性高分子を与えるモノマーを、酸化剤を用いて化学酸化重合させて、導電性高分子を含
む混合物を得る第一の工程と、前記混合物から前記導電性高分子を回収する第二の工程と
、ポリ酸を含む水系溶媒中で、前記導電性高分子に酸化剤を作用させる第三の工程と、水
溶性多価アルコールの少なくとも１種と、前記水溶性多価アルコールと縮重合可能な官能
基を２つ以上有する水溶性有機物の少なくとも１種と、有機高分子樹脂の少なくとも１種
とを混合する第四の工程と、を有することを特徴とする導電性高分子懸濁溶液の製造方法
である。
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